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ができるのである。」（Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie Ⅰ, S. 200f. 以下、GAzRⅠと略
記する。梶山 力・大塚久雄訳、下巻、243 頁） 
 「今日では禁欲の精神は―最終的にか否か、誰も知らない―この外枠から抜け出てしまって
いる。ともかく勝利をとげた資本主義は、機械の基礎の上に立って以来、この支柱をもう必要






― 2 ― 
者は、預言により、この世界に究極の意味を提示する存在とされ、それは、「合理化」の結果、
死を余儀なくされるものと宿命論的に捉えられており、「進化」という言葉とは著しく違う響き
を持っている。（Max Weber, Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie, Ⅲ, S. 399. 以下、GAzR
Ⅲと略記する。） 
 「合理化」は、社会組織の全般的官僚制化という「鉄の檻」をも生み出すとされ、抜け道の


































































































第 3節 文化論的思考 
 

























運動を展開できるようになると表現されている。（Max Weber, GAzRⅠ, S. 252.） 

































































に体験したものだった。（ロバート・シルジェン、54 頁、266－267 頁参照。） 




































































































































― 12 ― 
為やアメリカ軍の空襲による無差別攻撃の非人道性に向けられたのである。（ロバート・シル














































































































































































































































































































































（ATaHC, pp. 199- 209, pp. 305-312. 参照。タルコット・パーソンズ、『宗教の社会学』、「キリス























ければならないと、パーソンズは述べている。（ATaHC, pp. 312-322. 参照。タルコット・パー
ソンズ、『宗教の社会学』、「脱工業化社会アメリカの宗教」、佐藤成基訳、264－283 頁、高城和
義、1992 年、258－273 頁参照。） 
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